
薬剤部の紹介

薬剤部の業務

・調剤業務 ・注射薬調剤業務

・医薬品管理業務 ・病棟薬剤師業務

・医薬品情報管理業務 ・院内特殊製剤業務

患者様に適切で安全な薬物治療を受けて頂くことを目標として

日々活動しています。神経内科疾患の積極的な薬物治療や様々

な疾患の急性期治療後の長期的な薬物治療を支えています。

スタッフ 薬剤師 18名 薬剤助手 ９名（2022年4月現在）



・フィジカルアセスメント ・ＴＤＭ業務

・褥瘡対策チーム ・薬剤部内勉強会

・感染制御チーム（ICT） ・薬学生の実習受け入れ

・栄養サポートチーム（NST） ・プレアボイド報告

・抗菌薬適正使用支援チーム
（AST）

・全国関連学会への発表

薬剤部の紹介

その他、積極的に取り組んでいる業務

次のページから具体的に紹介していきます！！



調剤業務

入院・外来患者様の内服薬と外用薬の調剤を行っております。

オーダリングシステムによる処方箋の受付、処方監査（用法・

用量・相互作用などのチェック）、医師への疑義照会を行って

います。

より正確で安全な調剤を行うために、㈱トーショーの調剤

支援システムを導入しています。

全自動錠剤分包機 散剤調剤



調剤業務

全自動一包化調剤画像監査システムを導入して、安全・確実な

調剤の実施と監査者の負担軽減・業務の効率化を図っています。

監査画面



注射薬調剤業務

入院患者様の注射薬について、オーダリングシステムによる

処方箋の受付、処方監査（用法・用量・相互作用などのチェッ

ク）、医師への疑義照会を行っています。

処方監査後に注射薬の個人セット、輸液への注射薬の混注を

無菌的にクリーンベンチ内で毎日実施しています。

注射セット・最終監査輸液調製



医薬品管理業務

院内において、医薬品が適正に使用されるために購入管理、

在庫管理、院内各部署への払い出しなどを行っています。

医薬品の購入はオンライン発注システムにより効率よく行わ

れています。在庫管理は、薬剤部と病棟に保管されている医薬

品の数量、保管状況、使用期限などを定期的に確認し、院内在

庫の厳正な管理に努めています。

検品業務発注業務



医薬品情報管理業務

院内において医薬品が安全かつ有効に使用されるために、情報

を収集・管理し、薬剤師の専門知識をもとに医療スタッフや患者

様に的確な情報提供を行っています。

院内向けの医薬品情報誌の発行、院内の採用医薬品の選定や管

理、院内ネットワークにて、最新の添付文書情報が閲覧できるシ

ステム（JUS DI）の管理を行っています。



院内特殊製剤業務

医師からの要望を受けて、患者様の治療に必要とされる

市販されていない薬や特殊な製剤の調製を行っています。

院内特殊製剤の調製に際しては、事前に科学的・倫理的な

妥当性について委員会で審議を行っています。

主に軟膏や目薬を
つくっています



ＴＤＭ業務

抗菌薬（抗MRSA薬、アミノグ

リコシド系薬）について、解析ソ

フトを用いて、血中濃度や患者様

の状態を基に、薬剤の投与量や投

与間隔についての解析を行ってい

ます。

その結果に基づいて、最適な薬

剤の効果と安全性が得られるよう

に医師へ処方提案を行い、その後

のフォローも行っています。



病棟薬剤師業務

各病棟に専任薬剤師を配属し、以下の業務に取り組んでいます。

・処方時における医師とのディスカッション

・患者様への服薬指導、薬の効果・副作用のモニタリング

・持参薬の鑑別、管理

・各種カンファレンスへの参加、多職種への情報提供

・病棟の薬剤在庫の管理、使用状況の分析

上記を通じて、医薬品の適正使用の推進に力を注いでいます。

服薬指導中
です

医師と処方について
ディスカッション中
です



フィジカルアセスメントの実施

当院では患者様の適切な薬物治療と副作用の早期発見と防

止に力を入れて取り組んでいます。その一環として、面談時

にフィジカルアセスメント※を行っております。

結果について、多職種との情報共有を行っております。

※血圧、脈拍、体温、呼吸数、

意識レベルなどのバイタルサイン

の確認、視診や聴診などによる

評価

お腹の聴診を
しています



感染制御チーム（ICT）

薬剤師の視点から、院内の感染状況の把握、ICTラウンドに参

加し消毒薬の適正使用の推奨、院内講演会を行うことでチームに

貢献しています。

関連学会や研修会に参加することで、個々の研鑽にも力を入れ

ています。

ICTラウンドの様子

針捨てBOXのチェック 軟膏の期限をチェック



抗菌薬適正使用支援チーム（AST）

抗菌薬が効かない細菌（耐性菌）が世界中で問題となっていま

す。そのため、専門職種が力を合わせ、抗菌薬を使用する時に、

十分な治療効果を得ながら、副作用を最小限にとどめ、いち早く

感染症治療が完了できる（最適化する）ように支援を行うチーム

です。

ASTミーティング風景

薬剤師としての専門性を活かし、抗菌薬の特性

に応じた使い方や使用する抗菌薬の提案を行っ

ています。



栄養サポートチーム（NST）

患者様の状態に合わせた栄養剤の選択へ関与したり、投与され

ている輸液・栄養剤について併用薬との相互作用・配合変化等の

チェックを行います。

多職種に対して、嚥下や食欲に影響のある薬剤情報の提供を実

施しています。

栄養剤自動計算システムNST会議風景



薬剤部内勉強会

新しい薬剤について製薬企業による説明会を定期的に行って

います。また症例を自分でまとめ、発表する部内勉強会を月

１回開催しており、新しい知識の取得や共有を行っています。

今まで取り扱った勉強会内容（一部）

・抗MRSA薬のTDMについて

・薬剤性皮膚障害について

・ポリファーマシーへのアプローチ

・抗菌薬使用によるPT-INR上昇について

・終末期がん患者の麻薬使用例



薬学生の実習受け入れ

当院（医療療養型）は、慈啓会病院（ケアミックス型）、札幌

南三条病院（急性期）・札幌南一条病院（複合型）とのグループ

実習を実施し、積極的に学生の受け入れをしています。
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プレアボイド報告

当院では積極的にプレアボイドの報告と部内での共有を行い、

医薬品適正使用の推進と医薬品を使用される患者様の安全管理

に努めております。

（件）



認定資格 人数

薬学博士 1名

日本医療薬学会 認定薬剤師制度認定薬剤師 1名

日本医療薬学会 認定薬剤師制度指導薬剤師 1名

日本化学療法学会 抗菌化学療法認定薬剤師 1名

日本薬剤師研修センター 研修認定薬剤師 1名

日本薬剤師研修センター 認定実務実習指導薬剤師 7名

日本静脈経腸栄養学会 NST 専門療法士 1名

日本病院薬剤師会 薬学認定薬剤師 3名

日本薬剤師研修センター 認定漢方薬・生薬認定薬剤師 2名

日本骨粗鬆症学会 骨粗鬆症マネージャー 1名

日本アンチドーピング機構 スポーツファーマシスト 1名

認定薬剤師一覧 （2022年4月時点）



全国関連学会への発表実績
（2010年～2021年度）

2015年度

第２５回医療薬学会（横浜） 錠剤鑑査支援システム導入による調剤業務の効率化について

第６４回日本感染症学会・第６２回
日本化学療法学会 合同学会

（札幌）

高齢者のインフルエンザウイルス感染に対するオセルタミビル

予防投与の有効性に関する検討

2016年度

第２6回医療薬学会（京都） 病棟薬剤業務支援用の検査値アラートシステムの導入について

2017年度

第２7回医療薬学会（東京） レボドパ配合剤の薬剤間での血圧への影響

2020年度

第６８回日本化学療法学会総会（神戸）
大規模療養型病院におけるAST活動で得られた成果と

今後の課題

2021年度

医療薬学フォーラム２０２１（沖縄）
腎機能薬剤投与チェックシステムの導入による疑義照会業務

への効果



2012年度

第22回日本医療薬学会（新潟）
当院におけるハイリスク薬の適正使用に関する取り組みに
ついて

第20回日本慢性期医療学会（福井）

ハイリスク薬の適正使用に関する当院の取り組みについて

回復期リハビリテーション病棟での積極的な薬剤師の取り組み
－当院における持参薬の適正使用について－

2013年度

医療薬学フォーラム2013（石川）
セコム提携病院における病棟薬剤業務の適正化に向けての相互
評価への取り組み

第23回日本医療薬学会（仙台）
慢性期医療における薬学的ケアの実践と地域連携 ～療養病
棟・回復期リハ病棟等における病棟薬剤業務～障害者一般病棟
における病棟薬剤業務

第2１回日本慢性期医療学会（東京） 療養病床における病棟薬剤業務実施加算の実施への取り組み

リハ・ケア合同研究大会千葉2013 
回復期リハ病棟における病棟薬剤業務実施加算業務の試行につ
いて

2014年度

医療薬学フォーラム2014（東京） 当院における持参薬管理システムの運用について

第24回日本医療薬学会（名古屋）

高齢者における長期中心静脈栄養施行時のビタミンB1の投与量
に関する検討

療養病床におけるフィジカルアセスメントを活用した感染症治
療への介入について

第22回日本慢性期医療学会（熊本） 褥瘡外科的デブリードマン後の止血に対する硝酸銀濃厚水溶液
の効果について



2010年度

第１８回日本慢性期医療学会
（大阪）

当院神経内科病棟における薬学的ケアの充実について

当院における注射剤の指示変更に伴う破損減少に向けての取り組み

第５２回全日本病院学会
（神戸）

当院におけるプレアボイド報告推進による医薬品適正使用への
取り組み

第１３１年会日本薬学会
（静岡） 療養型病床群における薬剤管理指導業務の推進について

2011年度

第１８回日本慢性期医療学会
（札幌）

療養型病院におけるグループ化長期実務実習への取り組み

当院における薬剤管理指導業務の推進について

回復期リハビリテーション病棟におけるセコム提携病院薬剤部会の取
り組み－薬剤管理指導業務の推進について－

医療薬学フォーラム２０１１
（旭川）

療養型病院における調剤支援システムのバージョンアップについて

療養型病院における薬剤管理指導業務の推進について
－支援システムのバージョンアップによる業務の効率化－

札幌市内病院におけるグループ化長期実務実習への取り組み

第５３回全日本病院学会
（沖縄）

回復期リハビリテーション病棟における薬剤師の積極的な業務展開に
ついて－持参薬とハイリスク薬の管理－



新人の１年間

６月
休日業務デビュー

（先輩サポートあり）

８月
休日業務サポート卒業
（２名体制で勤務）

７月
病棟での研修

開始

１１月
薬剤管理指導を
単独で実施

２月
病棟を担当

（ひとり立ち）

３月
平日シフト制限解除
（ひとり立ち）

調剤・注射業務

病棟業務1年目早くから病棟に行けます

新人薬剤師の１年間の流れ

教育プログラムに則って、段階的に業務を覚えていってもらい

ます。プリセプター（教育担当の先輩薬剤師）を設定し、相談し

やすい環境を整えています。

大学卒業して新人薬剤師になる方へ



高齢者医療の最前線で
共に働きませんか？

札幌西円山病院の施設見学会 随時受付中！

連絡先 薬剤部 山田

電話：011-644-3250（薬剤部直通）

当院薬剤部は高齢者医療の担い手として、幅広い疾患の薬

に対応しています！勉強しやすい環境、働きやすい環境を整

えています！

奨学金制度あり！募集しています！

興味ある方は気軽にご連絡ください！


